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６
月
２０
日
（
木
）、
岡
山
流
通
会
館
に
て
令
和
６
年

度
の
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

総
会
に
先
立
ち
、
松
田
久
会
長
よ
り
、
昨
今
の
円
安

や
経
済
に
つ
い
て
の
考
察
な
ど
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
来
賓
を
代
表
し
て
、
早
島
町
長
・
佐
藤
博
文
氏

よ
り
、
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、
松
田
久
会
長
が
議
長
に
選
任
さ
れ
た
の

ち
、
左
記
の
議
事
内
容
に
つ
い
て
審
議
し
、
満
場
一
致

で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

【 

議
事
内
容 

】 

第
一
号
議
案 

令
和
５
年
度
「
事
業
報
告
」
並
び
に 

 
 
 

「
収
支
決
算
書
」
の
承
認
に
つ
い
て 

第
二
号
議
案 

令
和
６
年
度
「
事
業
計
画
案
」「
収 

支
予
算
案
」
並
び
に
「
負
担
金
案
」
の
承
認
に  

つ
い
て 

 

【 

令
和
６
年
度
の
主
な
事
業 

】  

①
流
通
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整
備
（
１
）
主
要
道
路
沿
い

の
環
境
整
備
（
２
）
一
斉
清
掃
の
実
施
（
３
）
害
虫
駆

除
対
策
（
４
）
桜
の
管
理
（
５
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

の
推
進
（
６
）
民
間
業
者
開
発
に
対
す
る
対
策 

②
駐

車
場
・
交
通
安
全
対
策 

③
防
犯
対
策
（
防
犯
灯
設

置
・
防
犯
カ
メ
ラ
維
持
管
理
等
） 

④
危
機
管
理
対
策 

⑤
研
修
会
、
講
習
会
等
の
開
催 

⑥
愛
称
Ｐ
Ｒ 

⑦
共

同
求
人
事
業 

⑧
親
睦
福
利
厚
生
事
業
（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
集
団
予
防
接
種
費
用
補
助 
他
） 

⑨
広
報
事
業

（
機
関
紙
発
行
、
Ｈ
Ｐ
更
新
） 
⑩
陳
情
、
要
望 

 

⑪
そ
の
他 

 

当
協
議
会
総
会
に
先
立
ち
、
流
通
セ
ン
タ
ー(

株)

定

時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
、
決

算
報
告
等
に
つ
い
て
左
記
の
議
案
を
審
議
の
上
、
決
議

し
ま
し
た
。 

 

【 

決
議
事
項 

】 

第
一
号
議
案 

第
３４
期
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
及
び
個
別
注
記
表
承
認
の

件 

第
二
号
議
案 

自
己
株
式
処
分
の
件 

第
三
号
議
案 

取
締
役
一
部
選
任
の
件 

《
今
回
新
任
さ
れ
た
役
員
》（
敬
称
略
） 

佐
藤 

博
文 

（
早
島
町
長
） 

大
久
保 

泰
造
（
岡
山
運
輸
団
地
協
同
組
合
理
事
長
） 
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令
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年
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協
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会
通
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流
通
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ン
タ
ー
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会
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定
時
株
主
総
会
開
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６
月
２１
日(

金)
か
ら
２３
日(

日)

に
か
け
て
行

わ
れ
た
岡
山
市
応
急
手
当
普
及
員
講
習
会
に
（
株
）

泉
平
よ
り
１
名
、
シ
ー
ア
ー
ル
物
流
（
株
）
よ
り

１
名
が
参
加
さ
れ
、
応
急
手
当
普
及
員
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 

資
格
の
有
効
期
限
は
３
年
間
で
す
が
、
再
講
習

の
受
講
で
、
新
た
に
３
年
更
新
で
き
ま
す
の
で
、

一
度
取
得
さ
れ
た
方
は
期
限
の
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。 

慢
性
的
な
人
手
不
足
問
題
に
対
す
る
取
組
と

し
て
、
今
年
度
も
卸
組
合
と
の
共
催
で
、
求
人
誌

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
６
月
８
日
号
の
１
週
間
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ

広
告
タ
ウ
ン
ワ
ー
ク
ネ
ッ
ト
に
６
月
７
日
よ
り

最
長
で
６
月
３０
日
ま
で
掲
載
費
用
補
助
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
も
定
期
的
に
掲
載
を
希
望
す
る

企
業
を
募
り
、
企
業
数
が
集
ま
れ
ば
特
集
を
組

ん
で
掲
載
す
る
予
定
で
す
。
ｅ‐

Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
閲
覧
可
能
な
Ａ
Ｒ
Ｐ
Ａ
）

に
も
同
時
掲
載
さ
れ
ま
す
。
優
秀
な
人
材
確
保

の
た
め
に
是
非
ご
活
用
下
さ
い
。 

    

５
月
２４
日
（
金
）
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ウ
ル

で
、
令
和
６
年
度
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開

催
し
、
１
６
３
名
（
２４
社
）
が
参
加
し
ま
し

た
。 今

年
は
個
人
戦
と
会
社
毎
の
団
体
戦
で
競
い

合
い
、
目
玉
商
品
と
し
て
当
日
賞
（
２４
位
）
に

「
千
屋
牛
ス
テ
ー
キ
１
万
５
千
円
分
」
、 

ラ
ッ
キ
ー
賞
（
当
日
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
）
に
バ

ス
マ
ッ
ト
と
体
重
計
が
一
体
と
な
っ
た
「
ス
マ

ー
ト
バ
ス
マ
ッ
ト
」
、
ど
真
ん
中
賞
（
８１
位
）

に
「
ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ
自
動
調
理
器 

シ
ェ
フ

ド
ラ
ム
」
、
団
体
賞
に
「
チ
ュ
ッ
パ
チ
ャ
ッ
プ

ス
ツ
リ
ー
」
、
優
勝
者
に
は
「
ア
マ
ゾ
ン
ギ
フ

ト
券
５
千
円
分
」
、
そ
の
他
順
位
賞
の
方
に
は

各
社
よ
り
い
た
だ
い
た
豪
華
協
賛
品
を
ご
用
意

し
ま
し
た
。 

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
思
う
存
分
手
腕
を
発

揮
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し

た
。
各
レ
ー
ン
で
は
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア
が

出
る
と
拍
手
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
な
ど
が
起
こ
り
終

始
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。 

接
戦
の
末
、
結
果
は
下
記
の
通
り
と
な
り
ま

し
た
。
賞
品
を
獲
得
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

ま
た
開
催
に
あ
た
り
協
賛
品
を
ご
提
供
い
た
だ

い
た
企
業
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

求
人
誌
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
に
よ
る 

共
同
求
人
事
業
実
施 

応
急
手
当
普
及
員
２
名
認
定 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
開
催 

【
男
性
の
部
成
績
】
（
敬
称
略
） 

優 

勝 

大
東 

康
宏
（
常
照
園
） 

 
 

３
５
３
点 

準
優
勝 

四
谷 

匡 

（
佐
藤
管
材
工
業
）
３
２
０
点 

３ 

位 

下
岡 

大
祐
（
テ
ィ
ー
エ
ス
ア
ル
フ
レ
ッ
サ
） 

 
 

３
１
９
点 

【
女
性
の
部
成
績
】
（
敬
称
略
） 

優 

勝 

布
野 

七
海 

（
外
林
） 

 

２
５
０
点 

準
優
勝 

大
橋 

加
代
子
（
常
照
園
） 

２
４
４
点 

３ 

位 

大
東 

広
恵 

（
常
照
園
） 

２
４
３
点 

【
団 

体 

賞
】
あ
ら
た 

１
３
３
．
０
点 

 
 

 
 
 

 

【
当 

日 

賞
】
由
利 

槙
規
（
全
農
物
流
） 

【
ラ
ッ
キ
ー
賞
】
大
印 

美
香
（
あ
ら
た
） 

【
ど
真
ん
中
賞
】
松
田 

夢
都
（
倉
敷
家
具
） 

団体賞 

ど真ん中賞 ラッキー賞 

女性の部 優勝者 男性の部 優勝者 

当日賞 じゃんけん大会の様子 
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当
運
営
協
議
会
会
員
、
シ
ー
ア
ー
ル
物
流
（
株
）

所
属
の
中
西
絢
哉
（
じ
ゅ
ん
や
）
さ
ん
が
、
２
０

２
４
年
夏
季
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ア
ー
チ
ェ
リ

ー
の
代
表
選
手
に
内
定
し
ま
し
た
。
岡
山
市
北
区

出
身
で
２４
歳
の
中
西
絢
哉
さ
ん
は
、
１０
歳
で
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
を
は
じ
め
、
２
０
２
３
年
８
月
の
世

界
選
手
権
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
そ
の
実
力
を

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
は
、
７
月
２５
日
～
８
月
４
日
に

開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様
、
応
援
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

 

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
内
容
一
部
抜
粋
・
要
約
】 

Ｑ１ 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
は
？ 

Ａ１ 

父
親
が
弓
道
を
し
て
い
て
弓
に
興
味
を
持

ち
、
新
聞
に
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室
開
催
の
記
事

を
見
て
、
応
募
し
て
始
め
ま
し
た
。 

Ｑ２ 

苦
労
し
た
こ
と
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
し
て
い

て
よ
か
っ
た
と
感
じ
る
瞬
間
は
何
で
す
か
？ 

Ａ２
未
だ
に
試
合
に
対
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

調
整
す
る
こ
と
は
苦
労
し
て
い
ま
す
。
で
す

が
、
調
整
が
う
ま
く
い
っ
た
時
の
達
成
感
、
大

会
ま
で
の
練
習
の
過
程
は
と
て
も
貴
重
な
体
験

が
で
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア

ー
チ
ェ
リ
ー
の
試
合
独
特
の
張
り
つ
め
た
空
気

も
好
き
で
す
。 

Ｑ３ 

今
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
？ 

Ａ３ 

主
に
社
内
研
修
な
ど
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
社
員
向
け
の
研
修
で
競
技
で
培
っ

た
メ
ン
タ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
取
り
組
み
方
な

ど
を
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

Ｑ４ 

練
習
時
間
は
ど
の
よ
う
に
し
て
確
保
し
て
い

ま
す
か
？ 

Ａ４ 

所
属
し
て
い
る
会
社(

シ
ー
ア
ー
ル
物
流)

の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
や
応
援
を
受
け
て
、
午
後
か

ら
練
習
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

Ｑ５ 

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
意
気
込
み
を 

Ａ５
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な
い

人
で
も
知
っ
て
い
る
よ
う
な
特
別
な
大
会
で

す
。
マ
イ
ナ
ー
競
技
の
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
を
し
っ

か
り
と
ア
ピ
ー
ル
し
、
岡
山
県
の
ス
ポ
ー
ツ
を

盛
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

Ｑ６ 
今
後
の
展
望
や
目
標 

Ａ６ 
今
後
は
ま
ず
目
の
前
の
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
対
し
て
全
力
を
注
い
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
後
は
ロ
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
な
が

ら
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
普
及
に
も
携
わ
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

シ
ー
ア
ー
ル
物
流
（
株
） 

中
西 
絢
哉 

選
手
が 

パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場

し
ま
す 

《 郵便局からのお知らせ 》２０２４年１０月１日(火)から郵便料金が変わります 

定形郵便物 
８４円  

９４円  

25gまで 
 

50gまで 
 

50gまで 
 

110円 

通常はがき ６３円 85円 
種類 重量 9/30まで 430円

50g以内 120円 140円

100g以内 140円 180円

520円 600円

370円 430円

定形外

郵便物

レターパックプラス

レターパックライト

種類 9/30まで 10/1以降

速達(250g以内) 260円 300円

特定記録郵便 160円 210円

一般書留及び現金書留

簡易書留

480円

350円

主な新料金額の普通切手 

 ８５円・・・通常はがき 

１１０円・・・定形（５０ｇ以内） 

１８０円・・・定形外（100g以内） 

３００円・・・速達（２５０ｇ以内） 

旧料金 差額切手

84円 26円

９４円 16円

通常はがき 85円 ６３円 22円

速達（250以内 300円 ２６０円 40円

種類・新料金

110円
定形郵便物

（50g以内）

+

+

+

+

主な新料金額の普通切手 

詳しくはこちら 
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５
月
１
日
現
在
に
お
け
る
、
流
通
セ
ン
タ
ー
内

及
び
関
連
事
業
所
の
正
社
員
・
パ
ー
ト
嘱
託
等
労

働
者
数
結
果
は
上
記
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
は
１
０
９
社
の
企
業
よ
り
回
答
を
い
た

だ
き
、
従
業
員
数
合
計
は
、
４
４
８
２
名
で
、
前

年
度
比
１
０
１
・
３
％
（
５６
名
増
）
と
な
り
、
２

年
ぶ
り
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

 

全
体
の
正
社
員
計
、
パ
ー
ト
・
嘱
託
等
計
を
見

る
と
、
正
社
員
計
が
増
加
し
て
お
り
、
６
年
振
り

の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
パ
ー
ト
嘱
託
計

に
つ
い
て
は
減
少
と
な
り
ま
し
た
。 

 
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
自
社
従
業
員
数
に
お
け

る
正
社
員
は
、
前
年
度
比
１
０
３
・
０
％
（
７９
名

増
）
と
増
加
し
て
お
り
、
パ
ー
ト
嘱
託
等
数
に
つ

い
て
は
前
年
度
比
９８
．
７
％
（
２３
名
減
）
と
減

少
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
に
よ
り
、
当
セ
ン
タ
ー
の
正
社
員
比
率
は
、

６０
．
９
％
と
昨
年
よ
り
も
増
加
と
な
り
ま
し
た
。 

女
性
社
員
の
数
を
見
る
と
、
昨
年
に
続
い
て
微

増
し
て
お
り
、
社
員
総
計
に
占
め
る
女
性
社
員
数

の
割
合
は
２３
・
７
％
と
な
り
過
去
１０
年
で
最
も

高
い
数
値
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
度
は
労
働
者
数
調
査
及
び
緊
急
連
絡
先

の
確
認
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 

６
月
１４
日
（
金
）
、
県
内
の
高
校
・
大
学
・
専

門
学
校
か
ら
計
１７
校
と
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
企

業
１８
社
が
集
ま
り
、
求
人
意
見
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
年
は
面
談
時
間
７
分
の
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
方
式
に
よ
る
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
当
交
流

会
は
今
年
で
９
回
目
の
開
催
と
な
り
、
既
に
顔
な

じ
み
と
な
っ
た
方
も
多
く
、
今
年
の
採
用
人
数
や
、

就
職
希
望
の
学
生
数
等
の
話
し
合
い
が
な
さ
れ
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
意
見
交
換
が
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
が
あ
り
ま

し
た
。 

・
交
流
会
は
本
学
生
の
就
職
支
援
に
あ
た
り
か
な

り
貴
重
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
継
続
し
て
実
施
頂
け

き
た
い
。 

・
昨
年
に
続
き
２
回
め
の
参
加
で
、
当
日
の
流
れ

に
も
慣
れ
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
面
談
が
で
き
ま

し
た
。 

・
面
談
時
間
は
適
当
で
す
が
企
業
側
の
会
社
説
明

が
長
い
と
、
こ
ち
ら
の
説
明
時
間
が
短
い
場
合
が

あ
っ
た
の
で
、
時
間
配
分
を
気
に
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。 

 

今
年
ご
参
加
い
た
だ
け
な
か
っ
た
企
業
も
学

校
と
の
関
係
づ
く
り
の
一
助
と
な
り
ま
す
の
で
、

来
年
開
催
が
決
ま
っ
た
際
に
は
是
非
ご
参
加
下

さ
い
。 

流
通
セ
ン
タ
ー
内 

労
働
者
数
調
査
結
果 

〈
令
和
６
年
５
月
１
日
現
在
〉 

求
人
意
見
交
流
会
開
催 

 

～

社
、

校
参
加
～ 

(   )は昨年度数 

流通ｾﾝﾀｰ内

総　計 年間売上高

男性 女性 計 (単位:百万円)

1,173 346 1,519 737 2,256 134,109

(1,157) (367) (1,524) (700) (2,224) (131,373)

904 306 1,210 1,016 2,226 81,890

(877) (249) (1,126) (1,076) (2,202) (81,196)

合計/109社 2,077 652 2,729 1,753 4,482 215,999

(109) (2,034) (616) (2,650) (1,776) (4,426) (212,569)

パート・
嘱託等

吉備地区
合計

(７４社）

早島地区
合計

（３５社）

区分
正社員
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３
月
４
日
（
月
）
、
日
本
銀
行
岡
山
支
店
長
の

廣
瀬
敬
久
氏
を
講
師
に
迎
え
、
令
和
５
年
度
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
２４
名
（
１７
社
）
が
参

加
し
ま
し
た
。 

 【
講
演
内
容
一
部
抜
粋
・
要
約
】 

 

★
わ
が
国
の
経
済
・
物
価
情
勢 

 

経
済
の
見
通
し
は
、
全
体
と
し
て
ペ
ン
ト
ア
ッ
プ

需
要
に
よ
り
、
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
で
３
年
以
上
に
わ
た
っ
て
行
動
制
限
を
か
け

て
き
た
そ
の
反
動
が
続
い
て
い
る
状
況
。
個
人
消
費

の
場
面
で
は
、
み
ん
な
で
集
ま
る
、
謝
恩
会
や
親
族

で
卒
入
学
を
祝
う
機
会
は
、
今
年
か
ら
増
え
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
支
え
ら
れ
て
緩
や
か
に
経
済
は
回

復
し
て
い
る
。
問
題
は
そ
の
先
の
５
月
以
降
。
い
つ

ま
で
も
ペ
ン
ト
ア
ッ
プ
需
要
は
続
く
も
の
で
も
な

く
、
そ
の
先
は
大
丈
夫
か
と
い
う
こ
と
が
問
題
に
な

る
が
、
所
得
か
ら
支
出
へ
の
前
向
き
な
循
環
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
徐
々
に

強
ま
る
こ
と

で
、
潜
在
成
長

率
を
上
回
る
成

長
を
続
け
る
。

簡
単
に
い
う

と
、
企
業
の
収

益
、
も
し
く
は

個
人
の
所
得

が
、
現
に
何
某

か
増
え
、
こ
の

先
も
一
応
増
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
投
資
や
消
費
が
進
む
で
あ
ろ
う
。

そ
う
い
う
風
に
シ
フ
ト
し
て
い
く
こ
と
で
、
日
本
経

済
が
回
復
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
風
に

思
っ
て
い
る
。 

消
費
者
物
価
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
来
年
度
は

２
％
を
上
回
る
水
準
で
推
移
し
、
２
０
２
５
年
度

に
は
プ
ラ
ス
幅
が
縮
小
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。 今

後
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
き

た
物
価
が
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
で
下
げ
止
ま
り
、

こ
の
ま
ま
の
プ
ラ
ス
の
状
態
で
し
ば
ら
く
行
っ

て
く
れ
る
か
ど
う
か
。
賃
金
と
物
価
の
関
係
を
１

９
８
５
年
か
ら
約
４０
年
間
の
グ
ラ
フ
に
す
る
と
、

両
社
が
完
全
に
一
致
は
し
な
い
が
、
ど
ち
ら
か
が

上
が
れ
ば
ど
ち
ら
か
も
上
が
り
、
下
が
れ
ば
下
が

る
と
い
う
相
関
の
関
係
。 

近
年
の
物
価
の
推
移
を
グ
ラ
フ
か
ら
見
る
と

２
０
２
１
年
く
ら
い
か
ら
物
価
は
ぐ
っ
と
上
が

っ
て
い
る
。
最
初
に
上
が
っ
た
要
因
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
部
分
。
そ
れ
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
食
料
品
。

要
因
と
し
て
は
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
為
替
の

問
題
。
円
安
で
輸
入
品
の
価
格
が
ぐ
っ
と
上
が
る
。

ま
た
物
自
体
の
値
段
も
上
が
っ
て
い
る
が
、
紛
争

を
き
っ
か
け
に
世
界
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が

分
断
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
資
源
そ
の
も
の
の
値
段

が
上
が
り
、
物
価
が
上
が
っ
た
。
前
年
比
で
み
る

と
、
為
替
も
高
止
ま
り
は
し
て
い
る
が
、
上
昇
率

で
み
る
と
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
を
始
め
て
い
る
。 

賃
金
に
結
び
付
け
る
た
め
に
、
収
益
を
し
っ
か

り
上
げ
る
た
め
の
価
格
設
定
を
し
て
い
き
な
が

ら
、
そ
れ
を
相
互
に
受
け
入
れ
る
形
で
価
値
を
上

げ
て
い
く
た
め
の
物
価
上
昇
は
残
し
て
い
く
。
ま

た
、
輸
入
物
価
上
昇
の
価
格
転
嫁
を
通
じ
た
値
上

げ
は
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
し
て
い
っ
て
よ
い
が
、
人
材

に
対
し
て
の
賃
上
げ
に
伴
う
物
価
上
昇
で
あ
れ

ば
、
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
で
残
っ
て
い
く
こ
と
が

大
事
な
の
で
は
な
い
か
。 

★
岡
山
県
は
チ
ャ
ン
ス
？ 

岡
山
は
非
製
造
業
の
調
子
が
よ
く
、
ペ
ン
ト
ア

ッ
プ
事
業
も
効
い
て
お
り
、
街
中
の
人
の
動
き
が

活
発
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
り
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

製
造
業
は
中
国
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
自
動

車
の
生
産
が
好
調
で
結
果
と
し
て
自
動
車
生
産

だ
け
で
な
く
部
品
や
素
材
に
あ
た
る
も
の
が
盛

ん
に
生
産
さ
れ
る
関
係
で
粘
っ
て
い
る
状
態
。
ま

た
岡
山
県
の
法
人
預
金
は
増
え
て
お
り
、
問
題
は

こ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
、
１
つ

は
ど
れ
だ
け
従
業
員
の
支
払
い
に
回
る
か
、
も
う

１
つ
は
次
の
投
資
に
ど
う
回
る
か
、
岡
山
県
内
の

企
業
が
新
た
な
競
争
環
境
に
合
わ
せ
た
戦
略
を

確
立
す
る
一
年
に
な
る
。
時
代
と
と
も
に
変
化
す

る
企
業
や
個
人
の
新
た
な
ニ
ー
ズ
を
絶
え
ず
取

り
込
み
、
地
域
の
潜
在
的
な
力
を
さ
ら
に
引
き
出

し
て
内
外
と
の
競
争
に
勝
ち
抜
く
た
め
に
、
マ
ク

ロ
経
済
の
環
境
変
化
に
合
わ
せ
た
積
極
的
な
行

動
が
鍵
に
な
っ
て
く
る
。 

★
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
運
営 

大
規
模
金
融
緩
和
を
継
続
し
て
、
今
後
変
化
を

つ
け
て
い
く
可
能
性
は
あ
る
が
、
「
短
期
金
利
」

に
つ
い
て
は
、
仮
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
を
や
め
る
こ

と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
今
の
日
本
経
済
の
姿
か

ら
す
る
と
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
う
に

ど
ん
ど
ん
金
利
を
上
げ
て
い
く
こ
と
は
適
当
で

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
「
長
期
金
利
」
に
つ
い

て
は
、
不
連
続
な
こ
と
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
と

国
会
で
も
答
弁
を
し
て
い
る
。
も
の
す
ご
い
変
化

に
な
ら
な
い
よ
う
、
１
つ
ず
つ
や
っ
て
い
く
。
何

某
か
の
競
争
は
起
き
る
が
、
多
く
の
方
が
対
応
で

き
る
よ
う
な
対
応
環
境
を
作
っ
て
い
く
と
い
う

の
が
、
こ
こ
か
ら
の
金
融
政
策
の
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
だ
と
思
っ
て
い
る
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が

政
策
当
局
の
仕
事
だ
と
思
っ
て
い
る
。 

４
月
、
６
月
に
団
地
内
の
一
斉
清
掃
を
実
施
し

ま
し
た
。
各
日
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
約
１
時
間
か

け
て
ゴ
ミ
拾
い
や
草
刈
り
等
を
中
心
に
行
い
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

次
回
定
期
清
掃
は
１０
月
１５
日
（
火
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
講 

令
和
６
年
度
定
期
清
掃 
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２
月
２０
日
（
火
）
、
岡
山
流
通
会
館
で
交
通

安
全
講
習
会
を
開
催
し
、
２２
名
（
１５
社
）
が
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
も
講
師
に
、
岡
山
西
警
察
署

の
小
橋
康
代
氏
を
迎
え
、
改
正
道
路
交
通
法
、
安

全
運
転
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

【 

講
習
内
容
（
一
部
抜
粋
） 

】 

★
岡
山
県
の
交
通
事
故
発
生
状
況
に
つ
い
て 

昨
年
１
年
間
で
発
生
し
た
交
通
事
故
の
総
事
故

件
数
は
、
５
０
，
７
１
３
件
。
そ
の
内
、
人
身
事

故
は
５
，
１
６
１
件
。
交
通
事
故
で
亡
く
な
ら
れ

た
人
数
が
４９
人
。
死
亡
事
故
の
中
で
、
６５
歳
以

上
の
高
齢
者
の
発
生
率
は
５９
．
２
％
。
高
齢
者

の
方
が
起
こ
す
事
故
、
高
齢
者
が
亡
く
な
る
事
故

が
増
え
て
い

る
。 岡

山
県
の
人

口
１
８
４
万
人

の
う
ち
、
免
許

人
口
約
１
２
８

万
６
千
人
。

６５
歳
以
上
の

方
の
６
４
．

９
％
、
７５
歳

以
上
の
後
期
高

齢
者
の
５０
．

７
％
の
方
が
免

許
を
保
有
し
て
い
る
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
事
故

を
起
こ
し
て
い
る
の
は
高
齢
者
ば
か
り
で
は
な

い
。
免
許
を
取
り
立
て
、
運
転
が
未
熟
な
若
い
人

や
、
ベ
テ
ラ
ン
ド
ラ
イ
バ
ー
で
も
事
故
を
起
こ
し

て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
前
方
不
注
視
、
安
全
不

確
認
が
主
な
原
因
で
起
き
て
い
る
。 

 
 

き
ち
ん
と
確
認
さ
え
す
れ
ば
、
人
身
事
故
の
７

割
は
減
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
統
計
を
取
る
と

前
方
不
注
視
、
安
全
不
確
認
が
原
因
の
人
身
事
故

が
６
～
７
割
を
占
め
て
い
る
の
が
現
実
。
自
分
た

ち
一
人
一
人
が
確
認
す
る
こ
と
を
改
め
て
心
掛
け

る
こ
と
が
必
要
。 

★
改
正
道
路
交
通
法
他 

①
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
」…

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か

ぶ
ら
な
い
と
致
死
率
は
４
倍
。
努
力
義
務
で
罰
則

が
な
い
。 

②
「
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車
」…

１６
歳
以

上
、
免
許
な
し
で
運
転
可
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

の
取
得
、
自
賠
責
保
険
の
加
入
が
義
務
で
、
保
安

基
準
も
あ
る
。
き
ち
ん
と
し
た
情
報
を
知
っ
た
う

え
で
乗
る
と
い
う
こ
と
が
重
要
。 

③
「
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
車
両
一
時
停

止
」…

以
前
よ
り
は
改
善
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

岡
山
県
の
停
止
率
は
ま
だ
低
い
。 

３
月
１４
日
（
木
）
、
３４
名(

２２
社
）
が
参
加

し
、
岡
山
流
通
会
館
及
び
中
庭
で
春
の
火
災
予
防

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
講
師
に
、
岡
山

西
消
防
署
消
防
係
の
太
田
道
康
氏
他
３
名
を
お
迎

え
し
、
災
害
の
方
の
講
演
で
は
、
主
に
地
震
火
災

発
生
時
の
対
応
策
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
、
参
加

者
は
、
実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
の
為
に
会
社
と

し
て
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
準
備
す
れ
ば
良
い
か
等

を
学
び
ま
し
た
。
講
話
の
後
、
岡
山
流
通
会
館
中

庭
で
水
を
使
っ
た
消
火
活
動
の
実
地
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。 

 

【 

講
話
内
容
（
一
部
抜
粋
）
】 

火
災
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
た
め
、
火

災
時
に
は
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
や
す
い
。
煙
が
視
界

を
悪
く
し
て
し
ま
う
こ
と
が
要
因
の
１
つ
。
消
防

士
で
も
、
煙
が
活
動
の
障
害
に
な
り
、
慌
て
て
し
ま

う
。
家
や
会
社
等
普
段
慣
れ
た
場
所
だ
っ
た
と
し

て
も
、
そ
う
い
う
非
常
時
に
は
出
口
が
分
か
ら
な

く
な
る
い
う
こ
と
は
起
こ
り
え
る
の
で
、
是
非
避

難
訓
練
を
実
施
し
て
も
ら
い
た
い
。
避
難
訓
練
ま

で
実
施
で
き
な
く
と
も
、
避
難
経
路
を
今
一
度
確

認
し
て
い
た
だ
く
こ
と
だ
け
で
も
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
違
う
。
何
か
あ
っ
た
時
に
は
ど
う
す
る
か

と
い
う
話
を
皆
さ
ん
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

１
月
に
も
石
川
で
大
き
な
地
震
が
あ
っ
た
が
、

こ
こ
数
十
年
の
う
ち
に
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
が
来

る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
と
同
等
の

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
が
予
想
さ
れ
、
岡
山
市
で
も
、

被
害
想
定
は
震
度
５
強
～
６
強
。
津
波
も
瀬
戸
内

海
が
あ
る
の
で
、
南
区
で
最
大
２
．
６
ｍ
。
到
達
ま

で
２
時
間
５０
分
。
死
者
数
は
１
，
４
０
０
人
、
負

傷
者
数
は
８
，
８
０
０
人
、
２
万
９
，
０
０
０
棟
が

建
物
全
壊
と
大
き
な
被
害
が
出
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。
想
定
な
の
で
そ
れ
以
上
が
来
る
可
能
性
も

あ
る
。
日
頃
か
ら
の
備
え
と
自
分
の
意
識
が
重
要
。

今
日
の
講
演
を
聞
い
て
、
何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。 

★
住
宅
用
火
災
警
報
器 

命
を
守
る
た
め
に
設
置
。
火
災
の
早
期
発
見
と

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
全
国
的
に
普
及
。
被
害
者

は
高
齢
者
が
多
い
た
め
、
早
い
行
動
を
知
ら
せ
る

の
に
警
報
機
が
重
要
。
機
器
は
１０
年
く
ら
い
が
寿

命
。
点
検
ボ
タ
ン
を
押
し
て
も
音
が
鳴
ら
な
か
っ

た
ら
、
電
池
が
切
れ
て
い
る
か
、
故
障
し
て
い
る
た

め
、
買
い
替
え
る
。
（
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
３
，
０

０
０
円
く
ら
い
。
）
点
検
し
忘
れ
が
非
常
に
多
い
た

め
、
１１
月
１０
日
を
語
呂
合
わ
せ
で
「
い
い
点
検
の

日
」
と
し
て
い
る
。 

交
通
安
全
講
習 

開
催 

 
 
 

火
災
予
防
訓
練 

実
施 

 
 



第 80号               流通センターだより           令和 6年 7月 1日(7) 

 

会員企業紹介 

これが欲しい！がきっと見つかる。 

施工までできる、建築資材商社。 

本   社：〒791-8036 愛媛県松山市高岡町 96  TEL (089) 989-5582 

岡山営業所：〒701-0165 岡山県岡山市北区大内田 763-3  TEL（086）293-0402 

本   社：〒739-0301  広島市安芸区上瀬野 1-17-12 

岡山営業所：〒701-0165  岡山市北区大内田 818-3 

食品物流のパイオニアとして、長年培ったノウハウと徹底した品質管理が、 

安全安心な新時代の食品物流をリードします。 

それが瀬野川産業の強み”現場力”です 
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◇
令
和
５
年
度
第
２
回
総
務
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
１８
日 

 

・
令
和
５
年
度
決
算
見
込
及
び
令
和
６
年
度 

予
算
骨
子
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

 

◇
令
和
６
年
度
第
１
回
総
務
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
８
日 

 

・
令
和
６
年
度
通
常
総
会
の
日
程
等
に
つ 

い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

・
総
会
提
出
議
案
内
容
に
つ
い
て
検
討
し 

ま
し
た
。 

 

◇
令
和
６
年
度
第
１
回
役
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５
月
２０
日 

・
総
会
提
出
議
案
内
容
に
つ
い
て
検
討
し 

ま
し
た
。 

 
   

◆
流
通
セ
ン
タ
ー
内
代
表
者
異
動(

敬
称
略)
  

マ
リ
ン
フ
ー
ズ
（
株
）  

（
新
）
岩
﨑 

正
典 

（
旧
）
髙
田 

宏
彰 

 

（
株
）
精
工 

 
 
 
 
 （

新
）
梶 

 

正
敬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
荒
木 

幹
生 

 

カ
ト
ー
レ
ッ
ク
（
株
） 

（
新
）
大
野 

克
昭 

（
旧
）
盛
岡 

正
二 

エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

（
株
） 

（
新
）
武
田 

玲
慈 

（
旧
）
瀬
尾 

翔
太 

（
株
）
ジ
ッ
プ  

（
新
）
嶋
村 

研
二 

（
旧
）
松
本 

 

淳 

 
 

（
株
）
サ
ン
ゲ
ツ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
新
）
野
口 

貴
弘 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
旧
）
塚
田 

真
也 

◆
社
名
変
更 

（
旧
）西
日
本
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
物
流 

（
株
） 

→

（
新
）
エ
ア
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
株
） 

◆
退
会 

（
協
）
瀬
戸
内
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー 

団
地
外
移
転
に
よ
る 

 

会
議
等
報
告 

会
員
動
向
（
２
０
２
４
年
１
月
以
降
） 

 

編
集
後
記 

２
０
２
４
年
も
あ
っ
と
い
う
間
に
半
年
が
過
ぎ
、
早

く
も
折
り
返
し
と
な
り
ま
し
た
。
月
日
が
経
つ
の
が
大

人
に
な
る
ほ
ど
早
く
感
じ
る
と
よ
く
言
い
ま
す
が
、
今

も
昔
も
時
は
一
定
の
速
度
で
流
れ
て
い
る
の
に
一
体

な
ぜ
そ
う
感
じ
る
の
か
気
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
諸
説
あ
る
そ
う
で
す
が
、
と
て
も
興
味
深
い

説
が
２
つ
あ
り
ま
し
た
。 

１
つ
目
は
「
新
鮮
な
出
来
事
の
頻
度
」
に
よ
る
と
い

う
説
。
私
た
ち
は
新
鮮
な
出
来
事
が
多
い
日
ほ
ど
「
長

い
１
日
だ
っ
た
」
と
感
じ
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
は
日
々

初
め
て
の
出
来
事
ば
か
り
で
し
た
が
、
一
方
大
人
に
な

る
と
、
毎
日
が
慣
れ
て
い
る
こ
と
の
繰
り
返
し
に…

。

そ
れ
に
よ
り
月
日
の
流
れ
を
よ
り
速
く
感
じ
よ
う
に

な
る
と
い
う
説
で
す
。 

 

２
つ
目
は
「
代
謝
速
度
」
が
早
い
ほ
ど
、
時
間
の
流

れ
を
遅
く
感
じ
る
と
い
う
説
。
大
人
に
な
っ
て
代
謝
が

悪
く
な
る
ほ
ど
、
体
内
時
計
の
秒
針
の
動
き
が
本
物
の

時
計
の
秒
針
よ
り
も
、
ゆ
っ
く
り
と
動
く
よ
う
に
な

り
、
そ
の
落
差
の
分
、
実
際
の
時
の
流
れ
を
速
く
感
じ

る
よ
う
に
な
る
と
い
う
説
で
す
。
ま
た
、
同
じ
人
が
時

計
を
見
ず
に
計
る
１
分
で
も
運
動
前
と
運
動
後
で
は

違
い
が
出
る
の
だ
そ
う
で
す
。
運
動
前
に
時
計
を
見
ず

に
１
分
間
を
計
っ
て
も
ら
う
と
、
１
分
１
０
秒
で
「
今

１
分
経
っ
た
」
と
感
じ
た
人
で
も
、
運
動
後
に
息
が
上

が
っ
た
状
態
で
試
す
と
、
５
０
秒
で
「
今
１
分
！
」
と

感
じ
る
の
だ
そ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
代
謝
が
上
が
っ
て

い
る
状
態
で
は
、
正
確
な
時
計
が
示
す
１
分
を
長
く
感

じ
る
と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
、
心
拍
数
な
ど
生
物
的
な

テ
ン
ポ
を
左
右
す
る
代
謝
速
度
が
、
そ
の
人
の
体
内
時

計
の
秒
針
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

２
つ
の
説
か
ら
、「
新
し
い
こ
と
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
み
る
こ
と
、「
代
謝
を
上
げ
る
」
こ
と
が
充
実
し

た
生
活
を
送
る
た
め
に
重
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

当
協
議
会
で
は
５
月
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
実
施

し
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
７
月
以

降
に
も
１
０
０
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
と
「
代
謝
を
上
げ
る
」
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や

「
新
し
い
こ
と
」
を
知
れ
る
各
種
研
修
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
、
研
修
に
て
皆
様
と
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

100
昨年度大好評だった、「１００日ウォーキング」を今年度も実施いたします！この機会に体力維持や健康増進のた

め、毎日行っている「歩く」ことを見つめなおしてみませんか？上位入賞グループ・入賞者には、豪華賞品をご準備

しております。多くの方のご参加をお待ちしております！ 

期間：２０２4年９月１日（日）～１１月３０日（土）までの３ケ月間 

対  象 ： 運営協議会会員及び関連企業従業員 

参加条件 ： １チーム３名での申込。 

１事業所から複数チームの参加も認めます。 

（最大５チームまで） 

参 加 料 ： 1チーム 1,000円（税込） 

定  員 ： ３０チーム（先着順） 

募集〆切 ： 2024年 7月 31日（水） 

歩数報告・使用機器、お申込み、スケジュール、

表彰については、別紙開催要項をご覧ください。 


